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■調査概要                                    
 
1. 個人向け調査 

調査名：「第 2回 IPバージョン 6(IPv6)に関する調査」 
調査対象：gooリサーチ一般モニター（一般個人を想定） 
調査方法：gooリサーチによるクローズド調査 
回収数：2,201票 
調査時期：2004年 5月 13日～5月 18日 
調査項目： 

1. インターネット利用状況 
2. IPv6に対する認識 
3. IPv6の普及に必要な要因について 
4. IPv6普及・高度化推進協議会について 

 
2. 企業向け調査 

調査名：「第３回 IPバージョン 6(IPv6)に関する調査」 
対象：gooリサーチビジネスモニター（一般企業を想定） 

IPv6普及・高度化推進協議会会員 
調査方法：gooリサーチによるクローズド調査 
回収数：1,119票（一般企業） 

85票（会員企業） 
調査時期：2004年 5月 13日～5月 26日 
調査項目： 

1. 回答者について 
2. IPv6への期待とニーズについて 
3. IPv6の普及に必要な要因について 
4. IPv6製品の普及時期について 
5. 協議会が取り組むべき活動について 
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■調査結果要約                              
 
1. 個人調査より 

 
IPv6については、アンケートを見るまでまったく知らなかったという回答者が 7割近く
あり、具体的な内容を知っている回答者は 1割に満たなかった。 
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このアンケートを見るまで、
全く知らなかった
言葉だけは知っている

どのようなインターネット技
術であるかを知っている
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そのため、IPv6に対する期待でも、「よくわからない」とする回答が 7割近くと最も多く
なっており、IPv6の普及のためにはユーザ・消費者の認知が大切だとする回答が多かった。 
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1.アドレス空間が拡大することで、何でもインターネッ

トに繋げられる。

2.Plug and Playが可能になり、IPバージョン4よりも設

定が容易になる。

3.IPバージョン4に比べて、セキュリティ機能が高い。

4.サーバーを介さず端末同士の直接通信が可能に

なる。

5.マルチキャストが可能になる。

6.IPバージョン6をベースにした通信方式へと集約さ

れることで、コストの低下が期待できる。
7.世の中がIPバージョン6を採用する流れなのであ

わせる。

8.IPバージョン4と比較して、機能的に特別なメリット

はない。

9.IPバージョン4から移行するにはコストがかかる。

10.よくわからない。

11.その他
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1.ユーザ、消費者の認知の向上

2.企業側の認知の向上

3.機器、部品などの一層の標準化の進展

4.通信網などインフラの整備

5.税制優遇など政策的な措置

6.コストの低減

7.魅力的な利用方法、コンテンツの出現
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2．企業調査（IPv6普及・高度化推進協議会会員企業）より 

 
IPv6 普及・高度化推進協議会会員企業向けの調査では、IPv6 に対する期待では、「アド
レス空間が拡大することで、さまざまなデバイスにアドレスがつけられる」「peer to peer
の通信が可能になる」など、製品やサービスを開発する上でのメリットになる機能に回答

が集まった。実際、すでに IPv6対応製品を商品化しているとする回答が 14%あり、その他
開発に向けて具体的な行動に移っているとする回答も 4割以上あった。 
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1.アドレス空間が拡大することで、様々なデバイスに

アドレスがつけられる
2.Plug and Playが可能になり、IPバージョン4よりも

設定が容易になる

3.IPバージョン4に比べて、セキュリティ機能が高い

4.peer to peerの通信が可能になる

5.マルチキャストが可能になる

6.IPバージョン6をベースにした通信方式へと集約

されることで、コストの低下が期待できる
7.世の中がIPバージョン6を採用する流れなので

あわせる
8.ユーザ側がIPバージョン6に対応していることを

高付加価値として認識すると期待できる
9.IPバージョン4や他の通信プロトコルと比較して、

機能的に特別なメリットはない
10.IPバージョン4や他の通信プロトコルから移行する

にはコストがかかる

11.まだ動向がわからないので期待はない

12.その他

13.特にない

 

1.2%

38.8%

11.8%

30.6%

14.1%

3.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

1.全く検討していない

2.情報収集の段階である

3.社内に担当者・組織を設置している

4.商品化に向けての試作・実験段階である

5.既に商品化している

6.IPバージョン6は自社の業務や製品・

サービスとは直接関係がない

 
また、会員企業向け調査では、IPv6の普及には「魅力的な利用方法、コンテンツの出現」
や「通信網などインフラの整備」が大切とする回答が多かった。 
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1.ユーザ、消費者の認知の向上

2.企業側の認知の向上

3.機器、部品などの一層の標準化の進展

4.通信網などインフラの整備

5.税制優遇など政策的な措置

6.コストの低減

7.魅力的な利用方法、コンテンツの出現
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3. 企業調査（一般企業）より 

 
一般企業向けの調査では、IPv6に対する期待では、「アドレス空間が拡大することで、さ
まざまなデバイスにアドレスがつけられる」ことの他に、セキュリティ機能が高いことに

回答が集まった。また、「動向が分からないので期待はない」とする回答も多かった。 
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1.アドレス空間が拡大することで、様々なデバイスにアド

レスがつけられる
2.Plug and Playが可能になり、IPバージョン4よりも設定が

容易になる

3.IPバージョン4に比べて、セキュリティ機能が高い

4.peer to peerの通信が可能になる

5.マルチキャストが可能になる

6.IPバージョン6をベースにした通信方式へと集約されるこ

とで、コストの低下が期待できる

7.世の中がIPバージョン6を採用する流れなのであわせる

8.ユーザ側がIPバージョン6に対応していることを高付加

価値として認識すると期待できる
9.IPバージョン4や他の通信プロトコルと比較して、機能的

に特別なメリットはない
10.IPバージョン4や他の通信プロトコルから移行するに

はコストがかかる

11.まだ動向がわからないので期待はない

12.その他

13.特にない  
 
また、IPv6の普及には、「ユーザ、消費者の認知の向上」の他に、「コストの低減」「通信
網などインフラの整備」「機器、部品などの一層の標準化の進展」など、実際に企業が IPv6
を導入する際にハードルとなると思われる点に回答が集まっているのが特徴的である。 
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1.ユーザ、消費者の認知の向上

2.企業側の認知の向上

3.機器、部品などの一層の標準化の進展

4.通信網などインフラの整備

5.税制優遇など政策的な措置

6.コストの低減

7.魅力的な利用方法、コンテンツの出現
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